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京
浜
急
行
電
鉄
は
、
将
来
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
羽
田
空
港
ア
ク

セ
ス
を
大
幅
に
強
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
羽

田
空
港
第
１
・
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
「
引ひ

き

上あ
げ

線せ
ん

」
を
新
設

し
、
同
時
に
品
川
駅
の
２
面
４
線
化
工
事
を
進
め
る
こ
と
で
、

列
車
の
運
行
本
数
を
増
加
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
２
０
３
０

年
頃
に
は
輸
送
力
強
化
が
実
現
す
る
予
定
だ
。
変
化
を
続
け
る

陸
の
玄
関
口
・
品
川
と
空
の
玄
関
口
・
羽
田
空
港
を
結
ぶ
京
急

の
今
後
に
つ
い
て
、
鉄
道
本
部
建
設
部
長
を
務
め
る
竹
内
明
男

執
行
役
員
に
聞
い
た
。羽

田
の
輸
送
能
力
を
大
幅
ア
ッ
プ
へ

２
０
２
４
年
に
入
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
外
国
人
）
は
コ
ロ
ナ
前
を
上
回
っ
て

推
移
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
が
指

摘
さ
れ
、
日
本
各
地
で
受
け
入
れ
体
制
の
脆

弱
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

空
の
玄
関
口
・
羽
田
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
輸
送
力
強
化
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
１
６
年
の
交
通
政

策
審
議
会
で
「
国
際
競
争
力
の
強
化
に
資
す

る
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
羽
田
空
港
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る

品
川・
羽
田
２デ

ュ

ア

ル

ゲ

ー

ト

ウ

ェ

イ

つ
の
玄
関
口
に
お
け
る

鉄
道
事
業
の
強
化
に
つ
い
て
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相
互
価
値
共
創
の
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
る
新
し
い
価
値
の
創
出

［
京
急
グ
ル
ー
プ
が
進
め
る
「
沿
線
価
値
共
創
戦
略
」］

特
　
集
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特　集 相互価値共創のスパイラルアップによる新しい価値の創出
［京急グループが進める「沿線価値共創戦略」］

３
路
線
が
答
申
さ
れ
た
。
そ
れ
が
「
羽
田
空

港
ア
ク
セ
ス
線
」、「
蒲
蒲
線
（
新
空
港
線
）」、

そ
し
て
京
急
空
港
線
「
羽
田
空
港
引
上
線
」

で
あ
る
。

京
急
空
港
線
は
、
京
急
蒲
田
駅
か
ら
多

摩
川
に
沿
う
よ
う
に
走
り
、
羽
田
空
港
第

３
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
経
由
し
て
羽
田
空
港
第

１
・
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
ま
で
至
る
路
線
だ
。

現
状
、
終
点
と
な
る
羽
田
空
港
第
１
・
第

２
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
は
島
式
ホ
ー
ム
１
面
２
線

で
、
ホ
ー
ム
上
で
列
車
が
折
り
返
し
て
お

り
、
こ
れ
以
上
、
運
行
本
数
は
増
や
せ
な

い
。
そ
こ
で
、
ホ
ー
ム
の
奥
に
向
か
っ
て
さ

ら
に
線
路
を
伸
ば
し
、
車
両
を
一
時
収
容
す

る
ス
ペ
ー
ス
を
新
設
す
る
こ
と
で
発
着
数
を

増
や
す
。

羽
田
と
並
行
で
進
む 

品
川
駅
の
改
良
工
事

し
か
し
、
品
川
方
面
へ
の
運
行
本
数
を
増

や
す
に
は
、「
引
上
線
」
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
２
面
３
線
し
か

な
い
京
急
線
品
川
駅
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な

る
か
ら
だ
。
京
急
線
品
川
駅
で
は
地
平
化
と

同
時
に
２
面
４
線
化
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る

（
※
17
ペ
ー
ジ
左
上
図
参
照
）。
こ
れ
は
単
に

こ
れ
ま
で
利
用
者
に
と
っ
て
わ
か
り
づ
ら

か
っ
た
品
川
駅
の
利
便
性
を
高
め
る
だ
け
で

な
い
。
羽
田
空
港
の
引
上
線
と
セ
ッ
ト
で
輸

送
力
増
強
の
布
石
に
な
っ
て
い
る
。

京
急
線
品
川
駅
の
２
面
４
線
化
は
、
地
平

化
や
駅
周
辺
の
大
規
模
再
開
発
と
同
時
並
行

で
進
め
て
い
る
た
め
、
実
現
ま
で
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
苦
労
が
と
も
な
っ
た
。

京
急
線
品
川
駅
は
、
連
続
立
体
交
差
事
業

の
一
環
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
従
来
の
用
地
だ
け
で
は
実
現
す
る
こ
と

が
難
し
く
、
事
業
を
円
滑
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
用
地

を
手
当
て
し
た
。
こ
の
区
画
整
理
事
業
の
一

環
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
泉
岳
寺
駅
隣
接
地
に

あ
っ
た
京
急
の
本
社
ビ
ル
も
横
浜
に
移
転
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
２
０
１
９
年
の
京
急
グ

ル
ー
プ
本
社
移
転
に
は
こ
う
し
た
背
景
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
駅
改
良
工
事
に
合
わ
せ
る

よ
う
に
品
川
駅
の
隣
の
北
品
川
駅
高
架
化
や

立
体
交
差
化
な
ど
を
一
気
に
進
め
る
こ
と

で
、
３
つ
の
踏
切
が
な
く
な
る
ほ
か
、
２
０

３
０
年
代
に
は
新
し
い
京
急
線
品
川
駅
の
直

上
に
京
急
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
る
オ
フ
ィ

ス
、
商
業
施
設
、
ホ
テ
ル
な
ど
が
入
る
巨
大

ビ
ル
群
が
誕
生
す
る
予
定
だ
。

生
ま
れ
変
わ
る
陸
と
空
の
玄
関
口

利
用
者
が
増
え
続
け
る
羽
田
空
港
、
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
と
東
京
メ
ト
ロ
南
北

線
の
延
伸
が
控
え
る
品
川
︱
︱
こ
の
二
つ
の

交
通
結
節
点
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高

ま
る
な
か
、
品
川
の
再
開
発
に
よ
っ
て
、
ま

ち
全
体
の
魅
力
は
増
す
は
ず
だ
。

京
急
が
掲
げ
る
「『
移
動
』
と
『
ま
ち
創

造
』
の
相
互
価
値
共
創
の
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ

プ
」
を
象
徴
す
る
、
羽
田
空
港
引
上
線
工
事

と
京
急
線
品
川
駅
改
良
工
事
に
よ
っ
て
、
陸

と
空
の
デ
ュ
ア
ル
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
品
川
・
羽

田
が
大
き
く
変
貌
す
る
日
は
近
い
。

（上）品川駅～羽田空港間は京急電鉄のエアポート快特利用で羽田空港第１・第２ター
ミナル駅には14分、羽田空港第３ターミナル駅には11分で到着する。／（左）京急電
鉄は軌道・ホーム等の鉄道施設の整備をする。政府目標で2030年にインバウンド旅
行者6000万人とされるなか、今後も増大が見込まれる訪日外国人の需要に備える。

羽田空港第１・第２ターミナル駅

羽田空港第２ターミナル
P4 駐車場

P3 駐車場

引上線

■羽田空港第１・第２ターミナル駅引上線のイメージ

■連続立体交差事業を行う区間（品川） 品川第一踏切道・品川第二踏切道・北品川第一踏切道の３カ所の踏切が除却されることにより、周辺の交通渋滞が解消される。連続立体交
差事業を行うエリアは、泉岳寺駅～新馬場駅間の約1.7kmの区間。仮線・直上・別線工法を駆使する複雑な工事が進められている。

事業区間　約1.7km
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